
令和６年度 シ　　ラ　　バ　　ス

観点別評価

我が国の歴史の展開に関わる諸

事象について，地理的条件や世

界の歴史と関連づけながら総合的

にとらえて理解しているとともに、諸

資料から我が国の歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身につけるよう

にする。

教 科 科 目 単位数 学 年 コ ー ス 組

地歴公民 Ｎ 日 本 史 5 3 文系NP 6

我が国の歴史の展開に関わる事象の意

味や意義、伝統と文化の特色などを、時

期や年代、推移、比較、相互の関連や現

在とのつながりなどに着目して、概念などを

活用して多面的・多角的に考察したり、

歴史にみられる課題を把握し解決を視野

に入れて構想したり、考察、構想したことを

効果的に説明したり、それらをもとに議論

したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象につ

いて、よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に探究しようとする態度を養うとと

もに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や

他国の文化を尊重することの大切さについ

ての自覚などを深める。
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時代と流れで覚える！日本史B用語（文英堂）

〇「知識・技能」 〇「思考力・判断力・表現力」 〇「主体的に学びに向かう態度」

最新日本史図表（第一学習社）
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日本史における原始～近世史を扱う。前近代の日本史を学び，日本の国家体制がどのように構築されていったのかを

考察する。さらに，東アジアやヨーロッパの国々との交流から日本が受けた影響を学び，それが政治・経済・社会・文化

などにどのような影響をもたらしたかを理解する。

②「課題対応力」，③「論理的思考

力」，④「原因分析力」，⑤「傾聴力」，

⑥「受信・発信力」，⑦「協働力」

⑧「行動力」，⑨「自己管理能力」，

⑩「自己実現力」
①「知力・学力」

・定期試験 ・レポート課題など

・課題を見つけ、解決する過程での議論

の様子など

・授業中の活動

・課題の取り組み方

・自主的な学習など
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１．我が国の歴史の展開を，地理や世界史と関連付けて学び，歴史的探究心を養う。

２．各時代の特色を総合的に考察するとともに，前後の時代の比較を通してその変遷を考察する。

３．国際社会に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。
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詳説 日本史探究（山川出版社）



令和６年度 シ　　ラ　　バ　　ス

【1学期　中間試験】　　５月20日～23日

第４章　貴族政治の展開

【1学期　期末試験】　　７月１日～５日

平安王朝が形成されていくなかで，平安貴族の

宮廷政治や生活の在り方を理解する。荘園公領

制が確立していくのとともに，朝廷や院・武士・農

民との関係性を把握する。また，武家政権の誕

生の背景にも着目し，幕府と朝廷の関係につい

ても考察する。さらに，鎌倉幕府の政治の推移

について，外交や社会経済と結び付けながら理

解する。

原始時代の生活を学び、当時の人々がどのよう

な社会を築いていくかを理解する。また，東アジア

との関係の中からヤマト政権の政治の在り方の変

化について考察する。日本における律令政治の

動向を当時の社会の実情と関連付けながら理解

する。さらに，東アジアの変化を意識しながら，

日本と東アジア諸国との関係性を捉える。
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学 習 内 容 ( 単 元 ) 単 元 別 学 習 目 標

第１章　日本文化のあけぼの

第２章　古墳とヤマト政権

第３章　律令国家の形成

第５章　院政と武士の躍進

第６章　武家政権の成立

【2学期　中間試験】　　10月15日～18日

第９章　幕藩体制の成立と展開

　3.幕政の安定

室町時代の政治や外交，社会経済を多面的

多角的な視点から理解する。さらに織豊政権から

江戸幕府の成立の過程を学び，江戸幕府の組

織が整備され，対外的にも鎖国体制を完成させ

ることで，日本の近世社会が成立していった様子

を把握する。また，織豊政権期と江戸時代初期

の文化の特色を，対外交流の動向や各地の都

市の成長などと関連付けて考察する。

　2.幕藩社会の構造

第８章　近世の幕開け

第９章　幕藩体制の成立と展開

　1.幕藩体制の成立

第７章　武家社会の成長

【2学期　期末試験】　　12月２日～６日

特別編成授業を実施

17世紀半ばから18世紀初頭における幕藩体制

下の経済基盤や交通網の整備，身分制度の形

成などに着目して，近世国家の形成過程とその

特色や社会の仕組みを理解する。また，この時

期は庶民が文化の担い手となり，儒学の役割を

中心とした元禄期の文化の特色も把握する。享

保期から天保期における幕政の改革をはじめとし

た内政を，列強の接近への対応などの外交政策

との観点から考察する。それにともなう幕政の動揺

や雄藩の台頭の過程も理解する。

　4.経済の発展

　5.元禄文化

第10章　幕藩体制の動揺

【3学期　学年末試験】　　３月４日～８日


